
２０１８年  ８月  １9 日  ≪ 聖 餐 式 ≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

賛  美  聖歌２３２番 &  ～スピリット・ソング～ 

ヤベツの祈り 

聖  書  ①ヨハネによる福音書３章１６節                                                                         

      ②ローマ人への手紙１章１～９節 

特別賛美  ティム･ケプラー＆ニッコー･ロー 

メッセージ  ①「永遠の笑い」大川従道牧師                                                                                                                                 

      ②「信仰による義人は生きる」石井 潤牧師 

聖 餐 式  賛美「主イエス神の愛」 

献  金  聖歌２２９番「アメイジング・グレイス」 

祝  祷             〔献金当番：青木姉・和田姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～平和初めて知った～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．礼拝にお越し下さった皆様を心より歓迎致します！引き続きご参加下さい。 

２．今週の祈祷会：☆早天祈祷会/火曜朝６時。★木曜祈祷会/午前 10 時半、 

ボーマン･ルリ子師。★夜７時半(大和祈祷会映像)。☆準備祈祷会/土曜夜８時。 

３．今週月～水、恵みシャレ―にて｢ゴスペルフェスティバル｣が行われます。 

４．来週日曜午後は、西田先生のご指導による聖歌隊の練習が行われます。 

 
  
 
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔８/１９～/２６〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
詩篇１１２ 
－１１５篇 

１１６－ 
１１８篇 

１１９：
１－４８ 

１１９： 
49-104 

１１９： 
105-176 

１２０－ 
１２３篇 

１２４－ 
１２７篇 

１２８－ 
１３１篇 

新約 
１コリント 
１章 

２章 ３章 ４章 ５章 ６章 
７：１ 
－２４ 

７：２５ 
－４０ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

９/２(日):誕生祝福式/聖書の学び会 9(日):聖餐式/執事会 

16(日):敬老祝福礼拝/祝賀会 23(日):聖歌隊 



  
 
 
 
 
 
 
 
｢そう、最高な知らせ(ゴスペル)によって神が慈善にあふれ、義理堅いことが示された。1

人の完璧な忠誠心が多くの忠誠へとつなげられた。『神を信頼することで認められた者

は、“生きる”』【聖書：ハバクク書2:4より引用】と、聖書にあるとおりだ。｣ 

ローマ人への手紙１章１７節 [アライブ訳]  
 
太平洋戦争が終わり73年の歳月が過ぎました。戦中戦後の世代の方々もどんどんご高

齢になり、その数も減ってきています。あの惨い戦争の傷跡も癒えて、平和への感謝も薄め

られつつあります。生活が豊かになり、欲しいものが手に入り、何の問題もないように見える

時代になりました。しかし、私たちの心には虚しさの大波が押し寄せて来ているように感じま

す。若者たちは一体何を目標として生きて行ったら良いのか？いまの小学生の最もなりたい

職業は、「ユーチューバー」だそうです。楽しい友達同士でワイワイやりながら、作り上げていく

映像が上手くいったら、多くの人々に見てもらうことができ、年間１億円を稼ぐユーチューバー

もいるそうです。（そんなことをうちの小4の次女に教えてもらいました…。） 

昨日は土曜日でしたが、上田オンヌリ教会でなされた「賛美セミナー」に出席しました。小

学校３年生までこの教会におられた川村喜輝さんが25歳になられていて、韓国の神学校３

年生で、オンヌリ教会の日本語部の賛美と中高生担当の伝道師として活躍されています

が、彼が素晴らしいメッセージを語って下さいました。その中で、多くの学びをいただきましたが、

二つの言葉が心に残りました。一つは、アメリカのジョン・パイパーという牧師先生の言葉です。

「宣教は終わります。しかし、礼拝と賛美は永遠に続きます」。そして、「礼拝と賛美は天国

でも捧げられ、天国は完璧な場所で、そこでは今でも24時間365日絶え間なく天使たちに

よって神様への賛美がささげられています。しかし天国では決して捧げられない賛美がありま

す。それはどんな賛美でしょう？」と質問されました。その答えは、「天国では苦しみや悲しみ、

涙もありませんが、この地上では、苦しみ、悲しみ、涙があり、その中で賛美をささげることが

できる」という内容でした。私たちがこの地上で捧げる賛美、礼拝は最高の天国に行ってし

まったら捧げられない賛美があるということです。私たちがこの地上で捧げる神様への賛美、

礼拝を神様ご自身はどれだけ喜んで受け止めてくださっているか分かりません。しかも、苦し

みの真ん中で捧げる賛美はどんな宝石よりも輝いています。 

「信仰による義人は生きる」。どんなことがあっても神様を信頼し、信じ続け、従順し続け

ることほど尊い信仰はありません。「信仰・希望・愛」が永遠に残るものと言われますが、その

中で最も尊い「愛」に生きることが最も素晴らしい生き方です。神への愛＝賛美。人への愛

＝信頼。今週もその豊かさの中を歩み続けたいと願います。 

「信仰による義人は生きる」 

～神への愛＝賛美と人への愛＝信頼～ 


